
難治性・脆弱性骨折に潜む遺伝性骨疾患
～ALP 低値を確認することで鑑別診断につなげる～

（セミナー紹介）

「低ホスファターゼ症（HPP）」は非定型大腿骨骨折を引き起こす遺伝性の骨疾患として米
国においても報告されている※疾患です。しかし実際の臨床の場において、脆弱性骨折の患
者さんが来院した際に、この疾患を鑑別にあげる事はあまりないのではないでしょうか？
本症は遺伝性にアルカリホスファターゼ（ALP）活性が低下することによって引き起こされ
る代謝性骨疾患であり、様々な骨軟化症状を呈して参ります。いまだ本邦において明確な
疫学情報は得られていないものの、全世代にわたって未診断患者は多く存在すると考えられ
ています。
　このセミナーでは、原因不明の骨折治癒遅延を来す患者さんや脆弱性骨折の患者さんの
ご診療に日々　あたられている整形外科の先生方が意識しておくべき疾患として診断・治
療について概説します。
このセミナーを通して、「ALP 低値」に意識を高めていただける機会となれば幸いです。
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2021年7月13日(火) 19:00-19:35
20:00-20:35

福士 純一 先生
九州医療センター　リウマチ科・整形外科　科長

ストレンジック
ご検索いただき、医療従事者向けサイトよりお入りください。

18:00

https://next-live.jp/project/alexion_hpp_web_seminar_210713/

https://strensiq.jp/seminar


